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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第３四半期連結
累計期間

第51期
第３四半期連結
累計期間

第50期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 5,139,541 5,380,743 7,090,290

経常利益 （千円） 172,602 193,367 289,907

四半期（当期）純利益 （千円） 104,345 123,756 166,066

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 167,147 188,026 233,249

純資産額 （千円） 3,650,411 3,748,497 3,621,394

総資産額 （千円） 4,509,450 4,764,946 4,831,732

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 20.18 23.94 32.12

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 81.0 78.7 75.0

 
 

回次
第50期

第３四半期連結
会計期間

第51期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 5.37 7.12

 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

          しておりません。

      ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

      ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。なお、平成26年３月より会社清算の手続きに入っておりました株式会社データ・処理センター

は、平成26年９月に清算手続きを結了しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものです。

（１）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀による財政・金融政策を背景に企業収益、雇用・

所得環境に改善傾向がみられ、緩やかな回復基調となりました。一方で急激な円安進行による原材料価格の上昇、

消費税率引き上げの影響の長期化など、依然として先行き不透明な状態が続いております。

　当社グループ（当社及び連結子会社）の属する情報サービス業界においては、経済産業省の「特定サービス産業

動態統計調査2014年11月分確報」の情報サービス業の項によると、11月の売上高は前年同月比2.5％の増加となり

16ヶ月連続の増加で推移しております。

　当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績の概況は以下のとおりです。

　売上高については、前年同期比4.7％増の53億80百万円となりました。利益については、営業利益は前年同期比

14.1％増の１億77百万円、経常利益は前年同期比12.0％増の１億93百万円、四半期純利益は前年同期比18.6％増の

１億23百万円となりました。

　セグメント別の業績は以下のとおりです。

　システム開発事業については、大手電機メーカーグループ顧客（半導体等）や通信系顧客、金融系顧客からの開

発案件が増加し、売上高は前年同期比9.8％増の28億15百万円となりました。セグメント利益は増収効果及びプロ

ジェクトマネジメントの強化により不採算案件が減少し前年同期比15.7％増の３億76百万円となりました。

　インフラサービス事業については、大手システムインテグレーターやグローバルＩＴベンダーとの協業案件増加

により、売上高は前年同期比4.1％増の23億97百万円、セグメント利益は増収効果により前年同期比6.9％増の３億

81百万円となりました。

　その他の事業については、売上高は前年同期比38.4％減の１億67百万円、セグメント利益は前年同期比49.7％減

の７百万円となりました。

(注)１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

　　２．セグメント利益につきましては、全社費用等の配分前で記載しております。

　　３．「その他」の事業には、受託計算サービス事業、データエントリー事業及び商品販売事業等を含んでおり

ます。

 

（２）資産、負債、純資産の状況

＜資産＞

　　当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は47億64百万円となり、前連結会計年度末に比べ66百万円

　減少しました。これは主に売掛金が１億66百万円減少したこと等によるものです。

＜負債＞

　　当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は10億16百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億93百万

　円減少しました。これは主に退職給付に係る負債が１億32百万円減少したこと等によるものです。

＜純資産＞

　　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は37億48百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億27百

　万円増加しました。これは主に利益剰余金が63百万円増加したこと及びその他有価証券評価差額金が52百万円増

　加したこと等によるものです。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間において特記すべき研究開発活動はありません。

 

（５）経営戦略の現状と見通し

　当社グループを取り巻く経営環境は、ＩＴの「所有」から「利用」へのシフト、クラウドコンピューティング

の浸透、アウトソーシング化の加速・進展、スマートデバイスの急速な普及、ビッグデータの活用など、急速に

変化しております。このような環境の変化を新たな成長のチャンスと捉え、以下の施策を推進し中期経営計画の

達成に向けて邁進しております。

[1]事業構造の変革

　事業を時間精算で対価をいただく「運用・保守の代行・支援」と「コンサルティング」、成果物で対価をいた

だく顧客への「ソリューションの提供」と「アウトソーシング・請負型システム構築」に分け、この中の「ソ

リューションの提供」と「アウトソーシング・請負型システム構築」を強化することでサービスの付加価値を高

める。

・「ソリューションの提供」では、Microsoft Dynamics AXを活用したクエストERPや、クラウドベンダーとのア

ライアンスによるクラウドサービスに重点を置きながら、当社の有する各種ソリューション基盤を確立する。

・「アウトソーシング・請負型システム構築」では、オフサイト、ニアショア、オフショアビジネスの比重を高

める。

[2]産業ポートフォリオの変革

・成長産業にフォーカスしたリソース投入により業務領域の拡大を目指す。

・グローバルＩＴベンダーやシステムインテグレーターとの協業を強化することで、ベースロードを確立する。

[3]事業体質の強化

・品質本位の管理体制の強化

・当社の技術やリソースを補完する協力会社マネジメントの強化

・ソリューション事業、アウトソーシング事業の強化に向けた営業革新

・プロジェクトリーダー、プロジェクトマネジャーの育成強化

※ニアショアとは、オフショアが海外でシステム開発や保守を行うことに対し、国内の遠隔地でシステム開発

や保守を行うことを指します。首都圏等と比較して地方はコストパフォーマンスの面から優秀な人材を確保

し易く、かつ物価が安いことなどにより、低価格でのサービスの提供が可能となります。

 

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの運転資金需要のうち主なものは、製造経費の中では労務費と外注費、販売費及び一般管理費の中

では人件費、地代家賃等です。

　運転資金及び設備投資資金につきましては、自己資金で調達することを基本方針としております。当社グループ

は健全な財政状態にあり、キャッシュ・フローにおいても特段の支障をきたしていないことから、当社グループの

成長を維持するために将来必要な運転資金及び設備投資資金を調達することが可能であると考えております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

                普通株式 9,560,000

計 9,560,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在

　 発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年２月６日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 5,487,768 5,487,768
　　　東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,487,768 5,487,768 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
－ 5,487,768 － 491,031 － 492,898

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

（平成26年９月30日現在）
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　 318,500 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　 5,097,000 50,970 ―

単元未満株式 普通株式　　　72,268 ― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 　　　　   5,487,768 ― ―

総株主の議決権 ― 50,970 ―

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。

　　　また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

 

②【自己株式等】

（平成26年９月30日現在）
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社クエスト
東京都港区芝浦

一丁目12番３号
318,500 ― 318,500 5.80

計 ― 318,500 ― 318,500 5.80

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）および第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,042,569 2,223,239

売掛金 1,095,373 928,780

有価証券 301,212 502,990

仕掛品 10,612 87,417

その他 231,542 180,115

流動資産合計 3,681,311 3,922,543

固定資産   

有形固定資産   

建物 133,595 133,595

減価償却累計額 △62,010 △64,553

建物（純額） 71,584 69,041

土地 69,864 69,864

その他 113,127 110,905

減価償却累計額 △93,436 △89,405

その他（純額） 19,691 21,499

有形固定資産合計 161,141 160,406

無形固定資産 41,856 33,526

投資その他の資産   

投資有価証券 715,442 490,646

その他 231,981 157,824

投資その他の資産合計 947,423 648,470

固定資産合計 1,150,421 842,403

資産合計 4,831,732 4,764,946
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 183,985 182,619

未払法人税等 120,520 333

賞与引当金 247,729 137,007

プロジェクト損失引当金 2,113 1,564

その他 259,481 428,964

流動負債合計 813,829 750,489

固定負債   

退職給付に係る負債 376,632 244,484

役員退職慰労引当金 19,875 21,475

固定負債合計 396,507 265,959

負債合計 1,210,337 1,016,448

純資産の部   

株主資本   

資本金 491,031 491,031

資本剰余金 492,898 492,901

利益剰余金 2,863,008 2,926,077

自己株式 △222,236 △222,473

株主資本合計 3,624,702 3,687,535

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 89,245 142,095

為替換算調整勘定 2,364 5,034

退職給付に係る調整累計額 △94,917 △86,168

その他の包括利益累計額合計 △3,307 60,962

純資産合計 3,621,394 3,748,497

負債純資産合計 4,831,732 4,764,946
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 5,139,541 5,380,743

売上原価 4,417,572 4,648,019

売上総利益 721,968 732,724

販売費及び一般管理費   

給料手当及び賞与 197,901 196,490

役員報酬 90,905 87,271

賞与引当金繰入額 11,157 10,352

退職給付費用 12,365 12,311

役員退職慰労引当金繰入額 2,400 3,600

その他 251,882 245,431

販売費及び一般管理費合計 566,612 555,455

営業利益 155,355 177,268

営業外収益   

受取利息 5,617 4,593

受取配当金 8,928 9,241

その他 3,407 2,820

営業外収益合計 17,953 16,656

営業外費用   

為替差損 673 542

その他 32 14

営業外費用合計 705 556

経常利益 172,602 193,367

税金等調整前四半期純利益 172,602 193,367

法人税、住民税及び事業税 30,234 23,510

法人税等調整額 38,023 46,100

法人税等合計 68,257 69,610

少数株主損益調整前四半期純利益 104,345 123,756

四半期純利益 104,345 123,756
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 104,345 123,756

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 60,628 52,849

為替換算調整勘定 2,174 2,670

退職給付に係る調整額 － 8,748

その他の包括利益合計 62,802 64,269

四半期包括利益 167,147 188,026

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 167,147 188,026
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間

について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から、退職給付の支払見込期間ごとに設定された複数

の割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が146,694千円減少し、利益剰余金が94,412千

円増加しております。なお、これに伴う当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微です。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりです。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

減価償却費 44,675千円 29,682千円

のれんの償却額 7,650 －

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年6月21日

定時株主総会
普通株式 155,095 30.00 平成25年3月31日 平成25年6月24日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年6月26日

定時株主総会
普通株式 155,078 30.00 平成26年3月31日 平成26年6月27日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
 

システム
開発

インフラ
サービス

計

売上高      

外部顧客への売上高 2,565,404 2,301,618 4,867,023 272,517 5,139,541

セグメント間の内部売上高
又は振替高（注２）

－ 2,100 2,100 5,093 7,193

計 2,565,404 2,303,718 4,869,123 277,611 5,146,734

セグメント利益 325,218 356,896 682,115 15,133 697,248

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受託計算サービス事

業、データエントリー事業及び商品販売事業等を含んでおります。

（注２）セグメント間の取引価格は市場価格、総原価を勘案して価格交渉の上、決定しています。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 682,115

「その他」の区分の利益 15,133

セグメント間取引消去 2,700

全社費用（注） △544,592

四半期連結損益計算書の営業利益 155,355

（注）全社費用は、親会社である当社の人事・経理部門等に関する費用です。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
 

システム
開発

インフラ
サービス

計

売上高      

外部顧客への売上高 2,815,733 2,397,075 5,212,808 167,934 5,380,743

セグメント間の内部売上高
又は振替高（注２）

- 6,765 6,765 - 6,765

計 2,815,733 2,403,840 5,219,573 167,934 5,387,508

セグメント利益 376,210 381,513 757,724 7,606 765,330

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受託計算サービス事

業、データエントリー事業及び商品販売事業等を含んでおります。

（注２）セグメント間の取引価格は市場価格、総原価を勘案して価格交渉の上、決定しています。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 757,724

「その他」の区分の利益 7,606

全社費用（注） △588,062

四半期連結損益計算書の営業利益 177,268

（注）全社費用は、親会社である当社の人事・経理部門等に関する費用です。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

 １株当たり四半期純利益金額 20円18銭 23円94銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 104,345 123,756

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 104,345 123,756

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,169 5,169

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 
平成27年２月５日

 

株式会社クエスト  

　 取締役会　御中  

 

　 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 久　保　伸　介　 印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 　林　　敬　子　 印

 

 　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クエ
ストの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から
平成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連
結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について
四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結
財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸
表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す
る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準
拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と
認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クエスト及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて
の重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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